
砂防事業の再評価項目調書 

事業名（箇所名） 広島西部山系直轄砂防事業 事業主体 中国地方整備局 

実 施 箇 所 広島県広島市、廿日市市、大竹市 

該 当 基 準 再評価実施後一定期間(3 年間)が経過している事業 

事 業 諸 元 事業区域約 621km２、主要施設：砂防堰堤 

事 業 期 間 平成 13 年度 直轄砂防事業着手 

総事業費（億円）  約 900 残 事 業 費 （ 億 円 ）  約 530 

目 的 ・ 必 要 性 

 
● 広島西部山系は、人口・資産・公共施設等が集中し、山陽自動車道・

新幹線等の近畿と九州を結ぶ重要交通網が横断する社会経済的に重要な
地域であるが、昭和 20 年の枕崎台風や昭和 26 年のルース台風による
災害、平成 11年 6月 29日の土砂災害など、繰り返し大規模な土砂災害が
発生している。 

 
● 一方で、都市化に伴い宅地開発が山麓斜面に進展しており、土石流による

土砂災害が発生する危険性のある渓流が非常に多く集中している。 
 
● この地域では、土石流の氾濫が予想される区域に重要な多くの保全対象が

分布しているが、土石流による被害は広範囲かつ甚大になる可能性が
高いことから集中的に土石流対策を推進する必要がある。 

 
● 平成 11 年 6 月 29 日の土砂災害を契機として、土石流による人的被害、

家屋被害、重要交通網の交通途絶等の被害を軽減することを目的として、
平成 13 年度から国による直轄砂防事業を開始した。 

 

便益の主な根拠 

 
家屋戸数 約 9,000 戸、事業所数 約 700 事業所、公益施設数 約 50 施設、
重要交通網 

(JR 山陽新幹線、JR 山陽線、国道 2 号、山陽自動車道・広島岩国道路、
中国自動車道） 

事 業 全 体 の 

投 資 効 率 性 

B:総便益 (億円) C:総費用 (億円) Ｂ／Ｃ Ｂ－Ｃ EIRR 
基準

年度

総便益 6,310 総費用 852 7.4 5,458 17.6% H25

残 事 業 の 

投 資 効 率 性 

残事業 

総便益 
4,271 

残事業

総費用
385 11.1 3,886 37.3% H25

事 業 の 効 果 等 

直轄砂防事業の実施により、下記のとおり土石流による甚大な被害や
社会的影響を軽減することを目的として集中的に地域の安全度を向上させる
ことができる。 

 
・ 家      屋   約 9,000 戸を保全 
・ 人      口   約 23,400 人を保全 
・ 重要交通網  JR 山陽新幹線、JR 山陽線、国道 2 号、山陽自動車道・

      広島岩国道路、中国自動車道を保全 
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社 会 情 勢 等 の 

変 化 

 
● 広島市(旧湯来町含む)、廿日市市(旧佐伯町・吉和村・宮島町を除く)、

大竹市の人口は昭和 50 年には約 1,014,000 人から平成 22 年には
約 1,303,000 人と約 35 年間で約 1.3 倍に増加し、居住域も山麓緩斜面に
拡大している。 

 
● 平成 11 年 6 月 29 日の土砂災害を契機に、土砂災害のおそれのある

地域における住宅等の立地抑制や警戒避難といったソフト対策を推進
するための法律となる土砂災害防止法が平成 13 年 4 月 1 日から施行
された。この法律に基づき、広島西部山系では約 2,480 箇所が土砂災害
警戒区域に指定されている(土石流のおそれのある渓流については、
約 830 箇所が土石流の土砂災害警戒区域に指定されている)(平成 25 年
3 月末時点）。 

 
● 広島県は、社会全体で防災対策に取り組み、想定される被害を減災していく

防災協働社会の構築を目的として、「自助」「共助」「公助」の役割分担と
相互の連携について定めた「広島県防災対策基本条例」を制定した。
(平成 21 年 3 月 24 日施行) 

 
● 「共助」を効果的に行うための自主防災組織の組織率は、下記のとおりと

なっている。 
   広 島 市 ： 平成 13 年度 97.2％   平成 25 年度 99.9％ 

廿日市市 ： 平成 13 年度  0.0％   平成 25 年度 99.1％ 
大 竹 市 ： 平成 13 年度  0.0％   平成 25 年度 59.8％ 
 

事業の進捗状況 

 
● 事業執行済額  ： 約 370 億円(進捗率 41%) 
● 整備済砂防施設 ： 砂防堰堤 52 基(保全家屋戸数 約 1,500 戸) 
● 完成 20 渓流、事業着手済 69 渓流 
 

事 業 の 進 捗 の 

見 込 み 

 地元自治体や住民は、平成 11 年 6 月 29 日の土砂災害を経験している
人も多く、事業に対して協力的であり、今後も円滑な事業実施が望める
状況である。 

コ ス ト 縮 減 や 

代替案立案等の

可 能 性 

 ソイルセメントの活用や他事業工事への現地発生土砂の流用等でコスト
縮減による事業の効率化を図っている。今後も小規模渓流対応型施設の
採用等の新技術を積極的に取り入れ、さらなるコスト縮減に取り組む。 

対応方針（原案）  継続 

対 応 方 針 理 由  事業の必要性、事業進捗の見込み、コスト縮減などの観点により総合的に判断

そ の 他  － 
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る
人

命
・

財
産

の
保

護
Ⅱ
．
国
の
根
幹

と
な

る
重

要
交

通
網

の
保

全
Ⅲ
．
自
然
・
社

会
条

件
か

ら
求

め
ら

れ
る

高
度

な
技

術
の

利
活

用
(
2
)
緊
急
的
な
対
応

土
石
流
の
発
生

に
つ

な
が

る
兆

候
が

見
ら

れ
る

な
ど

危
険

性
が

逼
迫
し
て
い
る

地
区

の
迅

速
な

対
応

◇
事
業
地
区
展
開
の
考
え
方

土
石
流
に

よ
っ
て
被

害
を
受

け
る
地
域

の
コ

ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
に

関
連
す

る
一
連
の

渓
流

(
概
念

)

＜
事
業
の

主
な
対
象

＞
対

象
渓

流
：

約
2
0
0
渓

流
氾

濫
面

積
：

約
6
.
4
k
m２

家
屋
：

約
9,

0
0
0

戸
人

口
：

約
23

,4
0
0

人
事

業
所
：

約
7
0
0
事

業
所

公
益

施
設

：
約

5
0
施

設
災
害

時
要
援

護
者
関

連
施

設
:
2
7
施

設
水

田
等

：
約

8
6

h
a

重
要

交
通

網
:
J
R
山

陽
新

幹
線

,
J
R
山

陽
本

線
,
一

般
国

道
2
号

,
山

陽
自

動
車

道
・

広
島

岩
国

道
路

,
中

国
自

動
車

道

広
島

市

廿
日

市
市

大
竹

市

安
佐
南
区

安
佐

北
区

佐
伯

区

東
区

西
区

綾
ヶ

谷

中
野

城
北

上
原

あ
さ

ひ
が

丘

戸
坂

新
町

上
温

品

井
口

台

八
木

緑
ヶ

丘

高
取

武
田

山

大
町

相
田

五
月

が
丘

川
角

利
松

赤
土

地

原

宮
園

・
四

季
が

丘

宮
内

・
明

石

三
鎗

谷

玖
波

湯
舟

小
方

広
島

西
部

山
系

直
轄

砂
防

事
業

区
域

対
象

渓
流

完
成
渓
流

数
2
0
渓
流

着
手

済
渓

流
数

6
9
渓

流

残
渓

流
約

1
10
渓

流

土
石

流
危

険
渓

流

※
着
手
済
渓
流
数
と
は
用
地
着
手
し
た
渓
流
数
を
い
う
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<
 
広
島
西
部
山
系
直
轄
砂
防
事
業
の
整
備
地
区
選
定

の
考
え

方
>

(
1
)
 
計
画
的
な
整
備
の
推
進

Ⅰ
．

集
中
投
資
に
よ
る
人
命
・
財
産
の
保
護

⇒
 甚

大
被
害
想
定
区
域
内
の
人
家
、
災

害
時

要
援

護
者

関
連

施
設

や
避

難
所

の
収

容
人

数
・

施
設

数
Ⅱ
．
国
の
根
幹
と
な
る
重
要
交
通
網
の
保
全

⇒
 平

面
交
差
箇
所
、
該
当
路
線
数
、

谷
出
口

か
ら

の
距

離
Ⅲ
．
自
然
・
社
会
条
件
か
ら
求
め
ら
れ
る
高
度

な
技

術
の

利
活

用
⇒
 地

形
や
土
地
利
用
の
条
件
に
よ
る

整
備
の

制
約

(
2
)
 
緊
急
的
な
対
応

土
石
流
の
発
生
に
つ
な
が
る
兆
候
が
見
ら
れ
る

な
ど

危
険

性
が

逼
迫

し
て

い
る

地
区

の
迅

速
な

対
応

４
.
 
直

轄
砂

防
事

業
の

実
施

状
況

(
1
)

（
１
）
ハ
ー
ド
対
策

谷
出
口
ま
で
住
宅
地
が
分
布
す
る
地
区
で
の

整
備

事
業

実
施

に
よ

る
効

果
事

例

山
陽
自
動
車
道

山
陽
自
動
車
道

至
大
阪
・
広
島

至
大
阪
・
広
島

至
山
口
・
福
岡

至
山
口
・
福
岡

三
鎗
谷
地
区

相
田

地
区

広
島
西
部
山

系
に
は
、
複
数
の
土
石
流
危
険
渓
流

が
重
複
す
る

地
区
が
多
い
こ
と
か
ら
、
整
備
効
果

を
高
め
る
た

め
隣
接
す
る
渓
流
を
一
連
で
集
中
的

に
整
備

広
島
西
部
山
系
内
に
は
、
近
畿
と
九
州
を
結
ぶ

重
要
交
通
網
(
鉄
道
・
道
路
)
が
横
断
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
土
石
流
に
よ
る
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

へ
の
広
域
的
な
影
響
を
防
止
・
軽
減
す
る
た
め
、

重
要
交
通
網
に
つ
い
て
保
全

平
成
2
2
(
2
0
1
0
)
年
7
月
1
4
日
に
豪
雨
発
生
。

相
田

雨
量

観
測

所
で

連
続
雨
量

26
0m
m

最
大
時
間
雨
量

32
m
m

を
記
録
。

相
田

地
区

で
は

、
降

雨
後

に
渓

岸
崩

壊
等

が
確

認
さ
れ

た
が

完
成

し
た

砂
防

堰
堤

に
よ

り
土

砂
が
捕

捉
さ

れ
た

こ
と

で
、

土
砂

氾
濫

に
よ

る
被
害

を
防

止
し

た
。

平
成
22
(
20
1
0)
.
7.
1
4出

水

※
 
工
事
に
際
し
て
は
、
地
区
の
特
性
や
自
然
環
境
に
配
慮
し
た

工
法
等
を
採
用
し
て
実
施
。

あ
い
た

み
や
り
だ
に

流
向

流
向

相
田
２
号

砂
防
堰
堤

相
田
２
号

砂
防
堰
堤

水
抜

穴

降
雨

後
の
堆

砂
状

況

重
要
交
通
網
保
全
の
た
め
の
整
備

高
度
な
技
術
の

利
活
用

人
的
被
害
減
少

重
要
交
通
網
保
全
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４
.
 
直

轄
砂

防
事

業
の

実
施

状
況

(
2
)

（
２
）
ソ
フ
ト
対
策

土
石
流
模
型
に
よ
る
砂
防
堰
堤
の
効

果
を
説

明
(
防
災
フ
ェ
ア
i
n
マ
ツ
ダ
ス
タ
ジ
ア
ム
)

雨
量

観
測

網
の

整
備

防
災

意
識

の
向

上
（

自
主

防
災

組
織

へ
の

活
動

支
援

）

自
主
防
災
組
織
へ
の
活
動
支
援
と

し
て

他
箇

所
に

お
け

る
先

進
的

な
防

災
活

動
の

紹
介

や
住
民
に
よ
る
渓
流
点
検
の
支
援
等

を
実

施

出
前

講
座

・
広

報
活

動

砂
防

堰
堤
の

見
学

会
で

施
設

の
役

割
を

説
明

(
小

学
生

を
対

象
と

し
た

出
前

講
座

)

雨
量

観
測
網

の
整

備
に

よ
り

局
所

的
に
発

生
す

る
集

中
豪

雨
を

観
測

(
1
)
土
砂
災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
の
速
や
か
な
避
難
行
動
に
つ
な
が
る
減
災
対
策
の
推
進

①
警

戒
避

難
体

制
の

整
備

に
関

す
る
支
援

⇒
 
雨
量
観
測
網
の
整
備
等

②
防

災
に

関
す

る
意

識
の

向
上
の
推
進

⇒
 
住
民
の
防
災
意
識
向
上
に
向
け
た
広
報
、
自
主
防
災
組
織
の
活
動
支
援
等

(
2
)
大
規
模
土
砂
災
害
の
危
機
管
理
体
制
整
備
の
推
進

⇒
 
渓
流
や
施
設
の
緊
急
点
検
、
専
門
家
派
遣
等
の
自
治
体
支
援
、
危
機
管
理
体
制
の
整
備

事
業
の
直
轄
化
以
降

新
た
に
設
置

自
主
防
災
組
織
発
足
時
に
資
料
映
像

を
上
映

地
域

住
民
と

合
同

で
渓

流
状

況
を

確
認
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５
.
コ

ス
ト

縮
減

に
関

す
る

取
り

組
み

事
例

砂
防

ソ
イ

ル
セ

メ
ン

ト
※
工

法
の

採
用

に
よ

る
コ

ス
ト

縮
減

小
規

模
渓

流
対

応
型

施
設

の
採

用
に

よ
る

コ
ス

ト
縮

減

現
地
発
生
土
と
セ
メ
ン
ト
の
攪
拌
状
況

○
砂
防

堰
堤
本
体
工
に
お
け
る
掘
削
後
の
袖
部
の
仕
戻
し
を
｢
ブ
ロ
ッ
ク
積
｣
か
ら

｢
ソ

イ
ル
セ
メ
ン
ト
＋
連
続
長
繊
維
補
強
土
｣
に
変
更
す
る
こ
と
で
コ
ス
ト
縮
減
を
図
る
。

［
縮
減

事
例
］

工
事

費
を

1
8
.
9
百
万
円
か
ら

8
.
6
百
万
円
に
縮
減

（
縮
減
額

1
0
.
3
百
万
円
、
縮
減
率

約
5
4
％
）

○
広
島

西
部
山
系
で
は
、
明
瞭
な
谷
地
形
を
呈
さ
な
い
地
形
で
流
域
面
積
が

小
さ

く
、
常
時
流
水
が
な
い
よ
う
な
小
規
模
な
土
石
流
危
険
渓
流
が
数

多
く

存
在
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
渓
流
に
対
し
て
実
現
象
に
即
し
た
広
島

西
部

山
系
小
規
模
渓
流
対
応
型
施
設
と
し
て
設
計
す
る
こ
と
で
コ
ス
ト

縮
減

を
図
る
。

［
縮
減

事
例
］

工
事

費
※
を

2
6
0
百
万
円
か
ら

1
4
8
百
万
円
に
縮
減

（
縮

減
額

1
1
2
百
万
円
、
縮
減
率

約
4
3
％
）

※
 
工

事
費
は
施
設
設
計
時
の
試
算
に
よ
る

現
地
発
生
土
の
利
用

セ
メ
ン
ト
と
攪

拌

掘
削

本
堤

背
面

仕
戻

し
(砂

防
ソ
イ
ル
セ
メ
ン
ト

)
現
地
発
生
土
を
残
土
処
理

建
設

発
生

土

掘
削

本
堤

背
面

仕
戻
し

(ブ
ロ
ッ
ク
積

)

従
来
の
施
設
設
計

小
規
渓
流
対
応
型

施
設
設
計

1
.5
mの

天
端
幅

水
平

な
袖
勾

配
小

さ
な

水
通

し
断
面

短
い
水
叩
き
長

本
堤
正
面
図

側
面
図

※
砂
防
ソ
イ
ル
セ
メ
ン
ト
と
は
、
現
地
発
生
土
と
セ
メ
ン
ト
を
現
地
撹
拌
し
た
材
料
を
い
う
。
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６
.
費

用
対

効
果

分
析

の
流

れ
(
1
)

確
率
規
模
別
の
想
定
被
害
算
出

(
1
/
1
0
0
・
2
0
・
1
0

事
業
実
施
前
後
）

・
資
産
分
布
、
資
産
額
の
把
握

・
土
石
流
氾
濫
に
よ
る
家
屋
等
の
被
害

・
人
的
損
失
な
ど

年
平
均
被
害
軽
減
期
待
額
の
算
出

総
便

益
（

Ｂ
）

の
算

出

総
事
業
費
の
算
出

・
既
往
投
資
額

・
残
事
業
費

総
費

用
（

Ｃ
）

の
算

出

費
用

便
益

比
（

Ｂ
／

Ｃ
）

の
算

出

費
用

（
C
）

便
益

（
B
）

残
存
価
値
の
設
定

（
完
成
か
ら
5
0
年
後
の
価
値
、
法
定
耐
用
年
数
に

よ
る

減
価
償

却
の

考
え
方
に
基
づ
い
て
算
出
）

維
持
管
理
費
の
設
定

・
除
石
費
用

＜
費

用
便

益
比

（
Ｂ

／
Ｃ

）
の

算
出

の
流

れ
＞
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６
.
費

用
対

効
果

分
析

の
流

れ
(
2
)

＜
区

域
設

定
、

資
産

抽
出

＞

土
石

流
危

険
渓

流
の

谷
出

口

相
田
地
区
の
事
例

土
石
流
想
定
氾
濫

区
域

(
家
屋
戸
数
・
事
業
所
数
・
農
地
面
積
・
公
共
土
木
施
設
な
ど
を
個
別
に
抽
出
)

被
害
を
受
け
る
道

路

想
定

氾
濫

区
域

１
）
土

石
流

想
定

氾
濫

区
域

の
設

定
に
つ
い
て

２
）
土

石
流

想
定

氾
濫

区
域

に
分

布
す
る
資

産
抽

出

土
石
流
危
険
渓
流
毎
に

設
定
さ
れ
て
い
る
想
定

氾
濫
区
域
の
例

土
石
流
危
険
渓
流
調
査
結
果
(
平
成
1
4
(
2
0
0
2
)
年
公
表
)
の

想
定
氾
濫
区
域
を
土
石
流
に
よ
り
被
害
を
受
け
る
可
能
性
が

あ
る
範
囲
と
し
て
設
定

＜
想

定
被
害

の
算

出
項

目
＞

基
図
は
最
新

の
住

宅
地

図
を

使
用

【
直

接
被
害

】
●

家
屋

戸
数

（
家

屋
資

産
・

家
庭

用
品
・
農
漁
家
資
産
）

●
事

業
所

数
（
産
業
大
項
目
分
類
(
建
設
業
,
製
造
業
,
サ
ー
ビ
ス
業

な
ど

)に
区

分
）

●
農
地

面
積

（
農

作
物

被
害

：
稲

・
畑
）

●
公

益
事

業
施

設
(
役
所
,
警
察
署
,
派
出
所
,
郵
便
局
,
消
防
署
,
図
書
館
,
公
民
館
,

一
般
病
院
,
診
療
所
,
老
人
ホ
ー
ム
,
高
等
学
校
,
中
学
校
,
小
学
校
等
)

●
道

路
、

鉄
道

、
橋

梁
●

人
的

損
失

額
（
逸

失
利

益
、

精
神

的
損
害
額
）

【
間

接
被
害

】
●

営
業

停
止

被
害

(
事
業
所
)
、
応

急
対
策
費
用
(
家
計
・
事
業
所
)
、

交
通

途
絶

被
害

想
定
氾
濫
区
域
内
に
分
布
す
る
資
産
を

個
別
に
抽
出
し
、

資
産
の
分
類
項
目
毎
に
区
分
し
て
集
計

あ
い
た

12



0

1
,0
0
0

2
,0
0
0

3
,0
0
0

4
,0
0
0

5
,0
0
0

費 用 （ 百 万 円 ）

01
0
,0
0
0

2
0
,0
0
0

3
0
,0
0
0

4
0
,0
0
0

5
0
,0
0
0

年 平 均 被 害 軽 減 期 待 額 （ 百 万 円 ）

６
.
費

用
対

効
果

分
析

の
流

れ
(
3
)

＜
費

用
便

益
比

（
Ｂ

／
Ｃ

の
算

出
）

＞

■
便

益
及

び
費

用
は

、
整

備
期

間
＋

施
設

完
成

後
5
0
年

間
を

評
価

対
象

期
間

と
し

て
算

出
す

る
。

■
便

益
及

び
費

用
を

評
価

基
準

年
度

(
平

成
2
5
(
2
0
1
3
)
年

度
)
を

基
準

と
し

て
現

在
価

値
化

し
、

現
在

価
値

化
後

の
便

益
及

び
費

用
の

そ
れ

ぞ
れ

の
総

和
を

総
便

益
(
Ｂ

)
、

総
費

用
(
Ｃ

)
と

す
る

。

便
益

（
Ｂ

）

費
用

（
Ｃ

）

土
石
流
対
策
施
設
が
地
区
毎
に
完
成
す
る
こ
と
で
、

当
該
地
区
の
便
益
が
発
生
す
る
た
め
、
事
業
中
の

期
間
(
地
区
完
成
毎
)
か
ら
便
益
を
計
上
。

評
価
基
準
年
度
よ
り
過
去
の
期
間
に
つ
い
て
は
、

デ
フ
レ
ー
タ
(
平
成
2
5
(
2
0
1
3
)
年
2
月
治
水
事
業
費

指
数
:
砂
防
)
も
適
用
。

評
価
基
準
年
度

平
成
2
5
年

(
2
0
1
3
)

平
成
1
3
年

(
2
0
0
1
)

平
成
4
4
年

(
2
0
3
2
)

平
成
9
4
年

(
2
0
8
2
)

総
便

益
(B

)
 6
,
3
1
0 

億
円

総
費

用
(C

)
 8
5
2
 億

円

事
業
完
了

後
は

維
持
管
理

費
用
の
み

を
計
上

平
成
4
4
年

(
2
0
3
2
)

拡
大

■
便
益
(
現
在
価
値
化
前
)

■
費
用
(
現
在
価
値
化
前
)

■
便
益
(
現
在
価
値
化
後
)

■
費
用
(
現
在
価
値
化
後
)

整
備

期
間

事
業

完
了

後
の

評
価

期
間

(
5
0
年

)

評
価

対
象

期
間

13



７
.
費

用
対

効
果

の
分

析
結

果
◇

広
島

西
部

山
系

直
轄

砂
防

事
業

の
費

用
便

益
分

析
（

無
施

設
時

）

項
目

金
額

等
(
現
在
価
値
化
後
)

摘
要

総
費

用
(
Ｃ
)

８
５
２
．
１

億
円

建
設

費
８
４
８
．
８

億
円

維
持

管
理

費
３
．
３

億
円

総
便

益
(
Ｂ
)

６
，
３
０
９
．
８

億
円

便
益

６
，
２
８
９
．
６

億
円

残
存

価
値

２
０
．
２

億
円

費
用

便
益

比
（
C
B
R
)

Ｂ
／
Ｃ

７
．
４

純
現

在
価

値
（
N
P
V
)

Ｂ
－
Ｃ

５
，
４
５
７
．
７

億
円

経
済
的
内
部
収
益
率
（
E
I
R
R
）

１
７
．
６

％

「
公

共
事
業
評
価
の
費
用
便
益
分
析
に
関
す
る
技
術
指
針
(
共
通
編
)
」
(
平
成
2
1
(
2
0
0
9
)
年
6
月
,
国
土
交
通
省
)
に
基
づ
き
残
事
業
の

投
資

効
率
性
を
算
出
し
た
結
果
は
以
下
の
と
お
り

〔
残

事
業
の
費
用
対
効
果
〕
＝

〔
継
続
し
た
場
合
の
総
便
益
〕
－
〔
中
止
し
た
場
合
の
総
便
益
〕

〔
継
続
し
た
場
合
の
総
費
用
〕
－
〔
中
止
し
た
場
合
の
総
費
用
〕

＝
6
,
3
0
9
.
8
〔
億
円
〕

－
2
,
0
3
8
.
5
〔
億
円
〕

8
5
2
.
1
〔
億
円
〕

－
4
6
7
.
2
〔
億
円
〕

＝
1
1
.
1

14



８
.
今

後
の

対
応

方
針

（
原

案
）

上
記

よ
り

、
広

島
西

部
山

系
の

土
石

流
に

よ
る

被
害

軽
減

の
た

め
継

続
が

妥
当

。

・
広

島
西

部
山

系
は

、
土

石
流

な
ど

に
よ

る
土

砂
災

害
を

繰
り

返
す

災
害

ポ
テ

ン
シ

ャ
ル

の
高

い
地

域
で

あ
る

。
・

こ
の

た
め

砂
防

事
業

を
継

続
実

施
し

、
地

域
住

民
が

安
心

し
て

暮
ら

せ
る

環
境

を
整

え
る

必
要

が
あ

る
。

【
今

後
の

対
応

方
針

(
原

案
)
】

１
）

事
業

を
巡

る
社

会
情

勢
等

の
変

化

２
）

事
業

の
投

資
効

果

３
）

事
業

の
進

捗
状

況

①
事

業
の

必
要

性
等

の
視

点

②
事

業
の

進
捗

の
見

込
み

③
コ

ス
ト

縮
減

や
代

替
案

立
案

等
の

可
能

性

◇
事
業
区
域
に
お
け
る
人
口
・
世
帯
数
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
山
裾
ま
で
宅
地
開
発
が
進
ん
で
い
る
た
め
土
石
流
の
被
害
を

受
け
や
す
い
状
況
で
あ
る
。
ま
た
、
土
石
流
危
険
区
域
に
か
か
る
重
要
交
通
網
(
鉄
道
・
道
路
)
が
多
く
分
布
す
る
。

◇
費
用
対
効
果
（
Ｂ
／
Ｃ
）
＝
７
．
４

(
平
成
2
5
(
2
0
1
3
)
年
度
時
点
)

１
１
．
１
(
残
事
業
)

◇
現
在
ま
で
の
進
捗
率
は
約
4
1
％
で
あ
り
、
広
島
西
部
山
系
直
轄
砂
防
事
業
の
早
期
完
成
へ
の
要
望
は
強
い
。

◇
広
島
西
部
山
系
直
轄
砂
防
事
業
は
順
調
に
進
捗
し
、
関
係
機
関
並
び
に
地
域
と
の
協
力
体
制
も
構
築
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

今
後
も
円
滑
な
事
業
進
捗
が
見
込
ま
れ
る
。

◇
ソ
イ
ル
セ
メ
ン
ト
の
活
用
等
で
コ
ス
ト
縮
減
に
よ
る
事
業
の
効
率
化
を
図
っ
て
い
る
が
、
今
後
も
小
規
模
渓
流
対
応
型
施
設
の

採
用
等
の
新
技
術
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
、
さ
ら
な
る
コ
ス
ト
縮
減
に
取
り
組
む
。

◇
現
状
で
の
事
業
の
進
捗
状
況
並
び
に
残
事
業
に
お
け
る
効
果
が
高
い
こ
と
か
ら
、
代
替
案
の
検
討
の
必
要
は
な
い
。

④
県

へ
の

意
見

照
会

結
果

◇
「
対
応
方
針
（
原
案
）
案
に
つ
い
て
は
，
異
存
あ
り
ま
せ
ん
。
」
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■
参
考
資
料
１

前
回

評
価

時
と

の
比
較

広
島
西
部
山
系
直
轄
砂
防
事
業

備
考

(
前
回
評
価
時
か
ら
の
主
な
変
更
点
)

前
回

評
価

時
(
平

成
2
2
(
2
0
1
0
)
年

)

今
回

評
価

時
(
平

成
2
5
(
2
0
1
3
)
年

)

事
業
諸
元

砂
防
堰
堤
等
の
整
備

(
約
1
,
7
0
0
渓
流
の
う
ち
約
2
0
0
渓
流
を
対
象
)

砂
防
堰
堤
等
の
整
備

(
約
1
,
7
0
0
渓
流
の
う
ち
約
2
0
0
渓
流
を
対
象
)

事
業
期
間

平
成
1
3
(
2
0
0
1
)
年
度
～

平
成
1
3
(
2
0
0
1
)
年
度
～

総
事
業
費

約
9
0
0
 
億
円

約
9
0
0
 
億
円

総
便
益
(
Ｂ
)

5
,
8
1
4
 
億
円

6
,
3
1
0
億
円

・
｢
土
石
流
対
策
事
業
の
費
用
便
益
分
析

マ
ニ
ュ
ア
ル
(案

)
｣(
平
成
24
(
20
1
2)

年
3
月
)
の
改
訂
に
伴
い
、
人
身
被
害

の
算

出
方

法
等

を
見

直
し

た
・

評
価

基
準

年
度

の
見

直
し

前
回
：
平
成
2
2(
2
01
0
)年

度
今
回
：
平
成
2
5(
2
01
3
)年

度

総
費
用
(
Ｃ
)

7
3
0
 
億
円

8
5
2
億
円

・
評

価
基
準

年
度

の
見

直
し

前
回
：
平
成
2
2(
2
01
0
)年

度
今
回
：
平
成
2
5(
2
01
3
)年

度

費
用
対
効
果

Ｂ
／
Ｃ

Ｂ
／

Ｃ
＝

8
.
0

Ｂ
／

Ｃ
＝

7
.
4

・
総
便
益
(
B
)
及
び
総
費
用
(
C
)
の

見
直

し

16



■
参
考
資
料
２

感
度

分
析

に
つ

い
て

費
用
効
果
分
析
で
使
用
さ
れ
る
便
益
と
費
用
の
誤
差
の
影
響
を
検
証
す
る
た
め
、

｢
事
業
費
｣
、
｢
事
業
期
間
｣
、
｢
資
産
｣
を
そ
れ
ぞ
れ
｢
±
1
0
%
｣
変
動
さ
せ
、
費
用
便
益
比

(
B
/
C
)
を
算
出
し
、
感
度
分
析
を
実
施
し
た
。

費
用

便
益

比
(
 
B
 
/
 
C
 
)

基
本

残
事

業
費

事
業

期
間

資
産

+
1
0
%

-
1
0
%

+
1
0
%

-
1
0
%

+
1
0
%

-
1
0
%

7
.
4

7
.
1

7
.
8

7
.
3

7
.
5

8
.
1

6
.
7

17



広島西部山系直轄砂防事業

〔費用便益比（Ｂ／Ｃ）算定等資料〕
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様式－１  氾濫範囲図

(1110)

(413)

(149)

計(1672)

(1110)

(413)

(149)

計(1672)
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様
式

－
２

 
 
資

産
デ

ー
タ

山
系

名
：

広
島

西
部

山
系

国
勢

調
査

年
:
平

成
1
7
年

事
務

所
統

計
調

査
年

:
平

成
2
4
年

償
却

在
庫

償
却

在
庫

(
k
m
2
)

(
人

）
(
世

帯
)

(
人

)
(
世

帯
)

(
m
2
)

(
h
a
)

(
h
a
)

(
百

万
円

)
(
百

万
円

)
(
百

万
円

)
(
百

万
円

)
(
百

万
円

)
(
百

万
円

)
(
百

万
円

)
(
百

万
円

)
(
百

万
円

)
(
百

万
円

)
(
百

万
円

)

広
島

西
部

山
系

6
2
3
,
4
3
8

9
,
1
1
3

9
,
0
6
6

1
3
4

8
8
3
,
4
0
0

4
7

3
9

1
4
4
,
2
5
9

1
3
3
,
8
0
6

1
4
1
,
6
5
6

1
6
,
1
7
1

2
5
4

7
2

4
3
6
,
2
1
8

4
8

1
4
0

1
8
8

4
3
6
,
4
0
6

ブ
ロ

ッ
ク

面
積

一
般
資
産
等
基
礎
数
量

一
般
資
産
額

畑
面
積

家
屋

家
庭
用
品

水
田

面
積

氾
濫

ブ
ロ

ッ
ク

(
山

系
名

)

農
作
物
資
産

一
般
資
産

額
等
合
計

備
考

人
口

世
帯
数

従
業
者

数
農
漁
家

数
延
床
面
積

小
計

事
業
所
資
産

農
漁
家
資
産

小
計

水
稲

畑
作
物

20



様
式

－
３

 
 
被

害
額

(
事

業
実

施
前

)
山

系
名

：
広

島
西

部
山

系
流

量
規

模
：

1
/
1
0

（
百

万
円

）

償
却

在
庫

償
却

在
庫

広
島

西
部

山
系

5
1
,
2
9
0

5
0
,
9
8
0

5
4
,
6
6
0

5
,
8
1
2

8
1

2
8

1
6
2
,
8
5
1

2
9

8
1

1
1
0

3
5
,
0
7
6

0
1
9
8
,
0
3
7

1
,
5
7
4

6
9
2

1
,
0
6
2

1
,
7
5
4

5
9
4

2
,
4
7
1

6
,
3
9
3

2
0
4
,
4
3
0

様
式

－
３

 
 
被

害
額

(
事

業
実

施
前

)
山

系
名

：
広

島
西

部
山

系
流

量
規

模
：

1
/
2
0

（
百

万
円

）

償
却

在
庫

償
却

在
庫

広
島

西
部

山
系

5
9
,
2
2
2

5
8
,
8
6
5

6
3
,
1
1
5

6
,
7
1
1

9
3

3
2

1
8
8
,
0
3
8

3
3

9
4

1
2
7

4
0
,
5
0
1

0
2
2
8
,
6
6
6

1
,
8
1
8

7
9
9

1
,
2
2
7

2
,
0
2
6

6
8
5

2
,
8
5
3

7
,
3
8
2

2
3
6
,
0
4
8

様
式

－
３

 
 
被

害
額

(
事

業
実

施
前

)
山

系
名

：
広

島
西

部
山

系
流

量
規

模
：

1
/
1
0
0

（
百

万
円

）

償
却

在
庫

償
却

在
庫

広
島

西
部

山
系

7
9
,
0
5
4

7
8
,
5
7
8

8
4
,
2
5
0

8
,
9
5
9

1
2
4

4
3

2
5
1
,
0
0
8

4
5

1
2
5

1
7
0

5
4
,
0
6
3

6
7
9
,
8
2
6

9
8
5
,
0
6
7

2
,
4
2
7

1
,
0
6
7

1
,
6
3
6

2
,
7
0
3

9
1
5

3
,
8
0
8

9
,
8
5
3

9
9
4
,
9
2
0

備
考

家
屋

家
庭

用
品

事
業
所
資
産

農
漁
家
資
産

小
計

水
稲

畑
作
物

小
計

清
掃
労
働

対
価

事
業
所
に

お
け
る
応

急
対
策
費

用

そ
の
他
の

間
接
被
害

小
計

合
計

人
身
被
害

額
小
計

営
業
停

止
損
失

家
庭
に
お
け
る
応
急
対
策
費
用

代
替
活
動

等
小
計

氾
濫

ブ
ロ

ッ
ク

(
山

系
名

)

一
般
資
産
被
害
額

農
作
物
被
害
額

公
共
土
木

施
設
等
被

害
額

合
計

代
替
活
動

等
小
計

備
考

家
庭
に
お
け
る
応
急
対
策
費
用

事
業
所
に

お
け
る
応

急
対
策
費

用

そ
の
他
の

間
接
被
害

小
計

清
掃
労
働

対
価

事
業
所
資
産

農
漁
家
資
産

小
計

営
業
停

止
損
失

事
業
所
資
産

農
漁
家
資
産

小
計

水
稲

畑
作
物

小
計

人
身
被
害

額
小
計

家
屋

氾
濫

ブ
ロ

ッ
ク

(
山

系
名

)

一
般
資
産
被
害
額

農
作
物
被
害
額

公
共
土
木

施
設
等
被

害
額

人
身
被
害

額
畑
作
物

家
庭

用
品

氾
濫

ブ
ロ

ッ
ク

(
山

系
名

)

一
般
資
産
被
害
額

農
作
物
被
害
額

公
共
土
木

施
設
等
被

害
額

家
屋

家
庭

用
品

水
稲

小
計

清
掃
労
働

対
価

代
替
活
動

等

小
計

営
業
停

止
損
失

備
考

そ
の
他
の

間
接
被
害

小
計

家
庭
に
お
け
る
応
急
対
策
費
用

小
計

合
計

事
業
所
に

お
け
る
応

急
対
策
費

用
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様
式

－
３

 
 
被

害
額

(
事

業
実

施
後

)
山

系
名

：
広

島
西

部
山

系
流

量
規

模
：

1
/
1
0

（
百

万
円

）

償
却

在
庫

償
却

在
庫

広
島

西
部

山
系

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
土

石
流

対
策

の
た

め

事
業

実
施

後
の

被
害

額
は

無
し
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式

－
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被

害
額

(
事

業
実

施
後

)
山

系
名

：
広

島
西

部
山

系
流

量
規

模
：

1
/
2
0

（
百

万
円

）

償
却

在
庫

償
却

在
庫

広
島

西
部

山
系

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
土

石
流

対
策

の
た

め

事
業

実
施

後
の

被
害

額
は

無
し

様
式

－
３

 
 
被

害
額

(
事

業
実

施
後

)
山

系
名

：
広

島
西

部
山

系
流

量
規

模
：

1
/
1
0
0

（
百

万
円

）

償
却

在
庫

償
却

在
庫

広
島

西
部

山
系

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
土

石
流

対
策

の
た

め

事
業

実
施

後
の

被
害

額
は

無
し備
考

家
屋

家
庭

用
品

事
業
所
資
産

農
漁
家
資
産

小
計

水
稲

畑
作
物

小
計

清
掃
労
働

対
価

事
業
所
に

お
け
る
応

急
対
策
費

用

そ
の
他
の

間
接
被
害

小
計

合
計

人
身
被
害

額
小
計

営
業
停

止
損
失

家
庭
に
お
け
る
応
急
対
策
費
用

代
替
活
動

等
小
計

氾
濫

ブ
ロ

ッ
ク

(
山

系
名

)

一
般
資
産
被
害
額

農
作
物
被
害
額

公
共
土
木

施
設
等
被

害
額

備
考

家
屋

家
庭

用
品

事
業
所
資
産

農
漁
家
資
産

小
計

水
稲

畑
作
物

小
計

清
掃
労
働

対
価

事
業
所
に

お
け
る
応

急
対
策
費

用

そ
の
他
の

間
接
被
害

小
計

合
計

人
身
被
害

額
小
計

営
業
停

止
損
失

家
庭
に
お
け
る
応
急
対
策
費
用

代
替
活
動

等
小
計

氾
濫

ブ
ロ

ッ
ク

(
山

系
名

)

一
般
資
産
被
害
額

農
作
物
被
害
額

公
共
土
木

施
設
等
被

害
額

備
考

家
屋

家
庭

用
品

事
業
所
資
産

農
漁
家
資
産

小
計

水
稲

畑
作
物

小
計

清
掃
労
働

対
価

事
業
所
に

お
け
る
応

急
対
策
費

用

そ
の
他
の

間
接
被
害

小
計

合
計

人
身
被
害

額
小
計

営
業
停

止
損
失

家
庭
に
お
け
る
応
急
対
策
費
用

代
替
活
動

等
小
計

氾
濫

ブ
ロ

ッ
ク

(
山

系
名

)

一
般
資
産
被
害
額

農
作
物
被
害
額

公
共
土
木

施
設
等
被

害
額
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様
式

－
４

　
　

　
年

平
均

被
害

額
軽

減
期

待
額

山
系

名
：

広
島

西
部

山
系

単
位

：
百

万
円

事
業

を
実

施
し

な
い

場
合

①

事
業

を
実

施
し

た
場

合
②

軽
減

額
③
=
①
-
②

 
 
 
1
/
1
0

0
.
1
0
0

2
0
4
,
4
3
0

0
2
0
4
,
4
3
0

-
-
-

-
-
-

-
-
-

-
-
-

 
 
 
1
/
2
0

0
.
0
5
0

2
3
6
,
0
4
8

0
2
3
6
,
0
4
8

2
2
0
,
2
3
9

0
.
0
5
0

1
1
,
0
1
2

1
1
,
0
1
2

 
 
 
1
/
1
0
0

0
.
0
1
0

9
9
4
,
9
2
0

0
9
9
4
,
9
2
0

6
1
5
,
4
8
4

0
.
0
4
0

2
4
,
6
1
9

3
5
,
6
3
1
土

石
流

対
策

の
た

め
確

率
は

３
段

階

備
　

　
考

年
平

均
被

害
額

の
累

計
=
年

平
均

被
害

軽
減

期
待

値
流

量
規

模
超

過
確

率
区

間
平

均
被

害
額

④

区
間

確
率

⑤
年

平
均

被
害

額
④
×
⑤

被
害

額
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様式5(基本）

様式－５  費用対便益（全体事業） 山系名：広島西部山系 単位：百万円

計

-12 0 0 900 1,491 0 0 900 1,491
-11 0 0 1,849 2,996 0 0 1,849 2,996
-10 0 0 1,900 2,949 0 0 1,900 2,949
-9 0 0 2,467 3,678 0 0 2,467 3,678
-8 373 510 3,150 4,483 0 0 3,150 4,483
-7 493 649 3,427 4,644 0 0 3,427 4,644
-6 805 1,019 3,599 4,639 0 0 3,599 4,639
-5 805 979 3,282 3,955 0 0 3,282 3,955
-4 805 942 3,934 4,656 0 0 3,934 4,656
-3 3,938 4,430 3,186 3,636 0 0 3,186 3,636
-2 5,986 6,474 3,394 3,671 0 0 3,394 3,671
-1 6,369 6,624 3,086 3,209 0 0 3,086 3,209
0 6,452 6,452 2,552 2,552 0 0 2,552 2,552
1 7,522 7,233 3,222 3,098 8 8 3,230 3,106
2 8,265 7,641 3,222 2,979 8 7 3,230 2,986
3 9,856 8,762 3,222 2,864 9 8 3,231 2,872
4 10,750 9,189 3,222 2,754 9 8 3,231 2,762
5 11,762 9,668 3,222 2,648 10 8 3,232 2,656
6 12,939 10,226 3,222 2,546 11 9 3,233 2,555
7 14,609 11,102 3,222 2,448 11 8 3,233 2,456
8 17,235 12,593 3,222 2,354 12 9 3,234 2,363
9 19,735 13,866 3,222 2,264 12 8 3,234 2,272
10 19,735 13,332 3,222 2,177 13 9 3,235 2,186
11 21,580 14,018 3,222 2,093 14 9 3,236 2,102
12 22,122 13,817 3,222 2,012 14 9 3,236 2,021
13 22,544 13,539 3,222 1,935 15 9 3,237 1,944
14 25,743 14,866 3,222 1,861 16 9 3,238 1,870
15 28,458 15,802 2,819 1,565 16 9 2,835 1,574
16 29,520 15,761 1,645 878 16 9 1,661 887
17 30,835 15,830 1,498 769 17 9 1,515 778
18 31,015 15,310 1,322 653 17 8 1,339 661
19 31,631 15,013 882 419 17 8 899 427
20 35,631 16,262 17 8 17 8
21 35,631 15,636 17 7 17 7
22 35,631 15,035 17 7 17 7
23 35,631 14,456 17 7 17 7
24 35,631 13,900 17 7 17 7
25 35,631 13,366 17 6 17 6
26 35,631 12,852 17 6 17 6
27 35,631 12,357 17 6 17 6
28 35,631 11,882 17 6 17 6
29 35,631 11,425 17 5 17 5
30 35,631 10,986 17 5 17 5
31 35,631 10,563 17 5 17 5
32 35,631 10,157 17 5 17 5
33 35,631 9,766 17 5 17 5
34 35,631 9,391 17 4 17 4
35 35,631 9,029 17 4 17 4
36 35,631 8,682 17 4 17 4
37 35,631 8,348 17 4 17 4
38 35,631 8,027 17 4 17 4
39 35,631 7,718 17 4 17 4
40 35,631 7,422 17 4 17 4
41 35,631 7,136 17 3 17 3
42 35,631 6,862 17 3 17 3
43 35,631 6,598 17 3 17 3
44 35,631 6,344 17 3 17 3
45 35,631 6,100 17 3 17 3
46 35,631 5,865 17 3 17 3
47 35,631 5,640 17 3 17 3
48 35,631 5,423 17 3 17 3
49 35,631 5,214 17 2 17 2
50 35,631 5,014 17 2 17 2
51 35,631 4,821 17 2 17 2
52 35,631 4,635 17 2 17 2
53 35,631 4,457 17 2 17 2
54 35,631 4,286 17 2 17 2
55 35,631 4,121 17 2 17 2
56 35,631 3,962 17 2 17 2
57 35,631 3,810 17 2 17 2
58 35,631 3,663 17 2 17 2
59 35,631 3,523 17 2 17 2
60 35,631 3,387 17 2 17 2
61 35,631 3,257 17 2 17 2
62 35,631 3,132 17 1 17 1
63 35,631 3,011 17 1 17 1
64 35,631 2,895 17 1 17 1
65 35,631 2,784 17 1 17 1
66 35,631 2,677 17 1 17 1
67 35,631 2,574 17 1 17 1
68 35,631 2,475 17 1 17 1
69 35,631 2,380 17 1 17 1

2,183,432 628,953 2,024 630,977 90,000 84,876 1,095 332 91,095 85,208 7.4 545,769合計

年次 t

整
備
期
間
（

３
２
年
）

施
設
完
成
後
の
評
価
期
間
（

５
０
年
）

便益（Ｂ）
便益① 費用便益比

Ｂ/Ｃ
純現在価値

Ｂ－Ｃ
費用費用 現在価値 費用 現在価値

計③＋④
費用（Ｃ）

建設費③ 維持管理費④
残存価値

②便益 現在価値 現在価値①+②
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全体(基本)

様式－５  費用対便益（残事業） 山系名：広島西部山系 単位：百万円

計

-12 0 0 0 0 0 0 0 0
-11 0 0 0 0 0 0 0 0
-10 0 0 0 0 0 0 0 0
-9 0 0 0 0 0 0 0 0
-8 0 0 0 0 0 0 0 0
-7 0 0 0 0 0 0 0 0
-6 0 0 0 0 0 0 0 0
-5 0 0 0 0 0 0 0 0
-4 0 0 0 0 0 0 0 0
-3 0 0 0 0 0 0 0 0
-2 0 0 0 0 0 0 0 0
-1 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0
1 0 0 3,222 3,098 1 1 3,223 3,099
2 742 686 3,222 2,979 1 1 3,223 2,980
3 2,334 2,075 3,222 2,864 2 2 3,224 2,866
4 3,228 2,759 3,222 2,754 2 2 3,224 2,756
5 4,240 3,485 3,222 2,648 3 2 3,225 2,650
6 5,417 4,281 3,222 2,546 4 3 3,226 2,549
7 7,087 5,386 3,222 2,448 4 3 3,226 2,451
8 9,713 7,097 3,222 2,354 5 4 3,227 2,358
9 12,212 8,580 3,222 2,264 6 4 3,228 2,268
10 12,212 8,250 3,222 2,177 6 4 3,228 2,181
11 14,058 9,132 3,222 2,093 7 5 3,229 2,098
12 14,600 9,119 3,222 2,012 7 4 3,229 2,016
13 15,021 9,021 3,222 1,935 8 5 3,230 1,940
14 18,220 10,522 3,222 1,861 9 5 3,231 1,866
15 20,936 11,625 2,819 1,565 9 5 2,828 1,570
16 21,997 11,744 1,645 878 9 5 1,654 883
17 23,312 11,968 1,498 769 10 5 1,508 774
18 23,493 11,597 1,322 653 10 5 1,332 658
19 24,109 11,443 882 419 10 5 892 424
20 28,109 12,829 10 5 10 5
21 28,109 12,335 10 4 10 4
22 28,109 11,861 10 4 10 4
23 28,109 11,405 10 4 10 4
24 28,109 10,966 10 4 10 4
25 28,109 10,544 10 4 10 4
26 28,109 10,139 10 4 10 4
27 28,109 9,749 10 3 10 3
28 28,109 9,374 10 3 10 3
29 28,109 9,013 10 3 10 3
30 28,109 8,667 10 3 10 3
31 28,109 8,333 10 3 10 3
32 28,109 8,013 10 3 10 3
33 28,109 7,705 10 3 10 3
34 28,109 7,408 10 3 10 3
35 28,109 7,123 10 3 10 3
36 28,109 6,849 10 2 10 2
37 28,109 6,586 10 2 10 2
38 28,109 6,333 10 2 10 2
39 28,109 6,089 10 2 10 2
40 28,109 5,855 10 2 10 2
41 28,109 5,630 10 2 10 2
42 28,109 5,413 10 2 10 2
43 28,109 5,205 10 2 10 2
44 28,109 5,005 10 2 10 2
45 28,109 4,812 10 2 10 2
46 28,109 4,627 10 2 10 2
47 28,109 4,449 10 2 10 2
48 28,109 4,278 10 2 10 2
49 28,109 4,114 10 1 10 1
50 28,109 3,955 10 1 10 1
51 28,109 3,803 10 1 10 1
52 28,109 3,657 10 1 10 1
53 28,109 3,516 10 1 10 1
54 28,109 3,381 10 1 10 1
55 28,109 3,251 10 1 10 1
56 28,109 3,126 10 1 10 1
57 28,109 3,006 10 1 10 1
58 28,109 2,890 10 1 10 1
59 28,109 2,779 10 1 10 1
60 28,109 2,672 10 1 10 1
61 28,109 2,569 10 1 10 1
62 28,109 2,470 10 1 10 1
63 28,109 2,375 10 1 10 1
64 28,109 2,284 10 1 10 1
65 28,109 2,196 10 1 10 1
66 28,109 2,112 10 1 10 1
67 28,109 2,031 10 1 10 1
68 28,109 1,952 10 1 10 1
69 28,109 1,877 10 1 10 1

1,638,381 425,381 1,751 427,132 53,274 38,317 613 173 53,887 38,490 11.1 388,642

t
費用便益比

Ｂ/Ｃ
純現在価値

Ｂ－Ｃ
現在価値費用 費用 現在価値 費用

建設費③ 計③＋④維持管理費④

既
往
投
資
期
間
（

１
３
年
）

現
時
点
か
ら
の
整
備
期
間
（

１
９
年
）

施
設
完
成
後
の
評
価
期
間
（

５
０
年
）

現在価値

便益（Ｂ）
便益①

費用（Ｃ）

①+②

合計

残存価値
②便益 現在価値

年次
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広島西部山系直轄砂防事業

〔広島県への意見照会と回答〕
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